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学校の安全対策
令和5年9月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「学校の安全対策」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

１０番（崎尾亮介） ｜登壇質問

通告に基づきまして、学校教育についてと日田市総合的な子ども支援拠点についての２点を質問します。さらに、学校教育につ

いては、学校の安全対策と不登校についてお伺いします。まず、学校の安全対策についてです。秩序の維持は、児童生徒が教育

を安心して受けるためには必要不可欠なものです。しかしながら、児童生徒の安全を脅かすニュース等は枚挙にいとまがなく、

その手口も複雑、巧妙化しています。そこで、学校内外のトラブルが起きたときの小中学校の安全対策について、２点、お伺い

します。１点目、不審者侵入に関する市独自の施策の有無及び学校内の安全対策の現状について。２点目、校内の生徒による問

題行動が発生した場合、具体的にどう対応するのか、お答えください。

市答弁 ｜学校の安全対策

私からは、学校教育についてお答えします。まず、学校の安全対策についてでございます。小中学校における児童生徒の安全対

策につきましては、学校保健安全法に基づきまして、各学校が作成します危機管理マニュアルにより、事故等の未然防止に関す

る事前の危機管理、事故等が発生した際の個別の危機管理、児童生徒の心のケアや再発防止の事後の危機管理の大きく３つの対

応について、具体的な方針を定め対応しております。本マニュアルは、学校管理下で事故等が発生した際、教職員が的確に判断

し、円滑に対応できるよう、教職員の役割等を明確にし、児童生徒の安全を確保する体制を確立することを目的として作成され、

新たな安全上の課題の発生などに応じて、随時見直しをすることとなっております。そこで、議員お尋ねの不審者侵入対策に関

する市独自の施策の有無及び学校内外の安全対策の現状についてでございますが、市独自の取組としましては、これまでも不審

者侵入時に使用するさすまた等の防具の配布を行っているところでございます。また、不審者侵入対策として、令和５年度から

市内小中学校に屋外撮影用の防犯カメラを計画的に設置していくこととしております。不審者侵入に関する学校内外の安全対策

につきましては、先ほど申し上げました危機管理マニュアルにおいて、学校ごとに対応を定めており、具体的な事例を申し上げ

ますと、危機管理マニュアルを活用し、門扉の開閉の徹底、来校者への声かけによる不審者への特定方法、不審者発見時の放送

内容や避難方法等の共通理解を行う教職員研修の実施、実際に不審者侵入を想定した教職員及び児童生徒の避難訓練等の実施等

があります。加えて、コミュニティ・スクールにおける学校と地域との連携を図りながら、保護者やスクールガード等に登下校

の見守り活動を行っていただき、学校外の不審者対応等も実施しているところでございます。次に、学校内の問題行動への対応

についてでございます。児童生徒の問題行動については、学校の生徒指導部等が中心となり、組織的に対応することとしており

ます。特に問題行動として、例えば対教師暴力、生徒間暴力、対人暴力、器物損壊などの行為が行われた場合は、必要に応じて

警察等に連絡し、積極的に外部の機関と連携を図るようにしているところでございます。外部機関との連携について、具体的な

事例としましては、警察署から派遣されるスクールサポーターによる校内の巡回、県教委と連携して、学校へ弁護士の法的な視

点から助言を行うスクールロイヤー制度の活用及び県教委の専門スタッフと協議し、生徒指導事案の解決支援を図る生徒指導支

援チームの活用、また市内の弁護士や専門医等により構成した日田市学校問題支援チームからの助言等がございます。児童生徒

に係る指導上の諸問題については、教職員だけでは対応が難しく、解決に向け福祉や医療、心理等の知識や経験を必要とする複

雑な事案が多々ありますことから、市教委といたしましては、今後も積極的に外部機関と連携してまいりたいと考えております。

１０番（崎尾亮介） ｜再質問

まず、安全対策について再質問させていただきます。様々な問題行動に対して、専門的な外部機関と連携しているとのことでし
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たが、実際に校内で問題行動が起こったそのとき、その場で対応するのが教職員のみであると受け取りました。そうであれば、

学校の教職員のみで、校内の問題行動が発生した際に対応が可能なのでしょうか。人員不足や業務過多などは起きていないでしょ

うか。

市答弁 ｜現場の対応

校内で問題行動が発生した場合の対応という御質問でありますけども、問題行動に対します指導におきましては、先ほど御答弁

申し上げました、警察から派遣されますスクールサポーターによる巡回、また必要に応じて外部との連携を図っているところで

ございます。どうしても学校教職員のみで指導が困難な場合ということになりますけれども、特にそのような活動を通じてサポー

トを受けながら、しっかり問題行動においては対応させていただいているところでございます。また、保護者や地域の方による

校内の見守りを依頼した事例もありますように、今後も積極的に関係機関との連携、保護者や地域人材等の活用を図っていきた

いというふうに考えております。

１０番（崎尾亮介） ｜提案

問題行動が深刻化、常態化すると、いわゆる学級崩壊も懸念されます。そうなれば複数の教員で対応に当たることとなり、手薄

になる教室が出てきたり、当該学級での授業が進まなかったりなど、全体的な教育の質の低下につながります。平成１９年２月

５日、文部科学省通知によりますと、学校の指導を受け入れない生徒の学習を保障する。また、学校の秩序を維持し、他の生徒

の教育を受ける権利を保障するとあります。端的に言えば、授業を妨害する者と妨害される者の両方の教育の権利を保障すると

いった内容ですが、現実的には対応が難しいのは、想像に難くありません。そこで、外部の人員で抑止力になる警備員の配置を

提案いたします。埼玉県戸田市では、不審者の侵入により、傷害事件発生後、市内の全小中学校に警備員を配置しています。警

備員を配置することにより、子供たちの安全対策の強化はもちろんのこと、教員の問題行動への対応の軽減による教育の質の確

保にもつながると考えております。提案につきましては、教育長不在のため答弁は求めません。


